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お客さまとともに「ふるさと多摩」の未来へ
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▽債権総額と内訳

平成29年
3月末

平成29年
6月末

不良債権比率
6.18%
不良債権比率
6.18%

正常債権 9,542億円
危険債権 554億円危険債権 554億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 74億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 74億円

不良債権
628億円
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不良債権比率
6.04%
不良債権比率
6.04%

正常債権 9,555億円
危険債権 549億円危険債権 549億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 64億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 64億円

不良債権
614億円
不良債権
614億円

不良債権について

　お客さまの業況も徐々に改善方向にあり、
金融再生法開示債権のうち正常債権を除く
開示額は平成29年3月末より14億円減少し
614億円となり、不良債権比率も0.14ポイント
低下し6.04%となりました。不良債権のうちの
76.84%は担保・保証や貸倒引当金によって
保全され、残りの23.15%にあたる142億円に
ついても、自己資本により、全額カバーされて
います。今後もお客さまの更なる課題解決・業況
改善のため、金融面・非金融面の幅広い支援を
積極的に行ってまいります。
※1
※2
※3
※4

金融再生法開示債権は、貸出金のほか、外国為替、債務保証見返、仮払金、未収利息、たましんが保証する私募債を対象にしています。
債権残高は、倒産・延滞や決算期の到来等の事象の発生の都度、実施された自己査定結果に基づいています。
自己査定で無価値または回収不能と判断された債権については部分直接償却予定額として、平成29年6月末の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」から、10億円を控除しています。
要管理債権の残高はありません。

○本誌に掲載している計数は、発表日現在において入手可能な情報に基づいています。また、会計監査人の監査を受けていません。
○本誌では、原則として単位未満（構成比等の比率については表示した数値未満）を切り捨てのうえ表示しています。従って項目ごとを合計した場合、合計を表示している欄等との
数値が一致しない場合があります。

▽貸出金残高
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預金・貸出金について

　預金積金残高は、平成29年3月末より674億円
増加し2兆7,117億円となりました。貸出金残高
は、地域の皆さまが抱える課題の解決に積極的
に取り組んだ結果、平成29年3月末より11億円
増加し、1兆146億円となりました。内訳をみると、
事業性のご融資は33億円増加しましたが、個人
のお客さまのご融資は主に住宅ローンを中心に
22億円減少しました。
※個人のお客さまへのご融資には、個人事業者向け住宅資金・
消費資金等が含まれます。

前期比 
+11億円

15,000

20,000

25,000

30,000

（億円）0
平成29年3月末 平成29年6月末

▽預金積金残高

2兆7,117億円2兆7,117億円2兆6,442億円2兆6,442億円

前期比 
+674億円

▽有価証券の種類別残高内訳
　（平成29年6月末現在）

▽有価証券の評価差額
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有価証券について

　資金運用については、各種リスク管理を行った
うえで、国内外の債券を中心に株式や投資信託
等に分散投資し、安定した運用を心がけています。
　株価が上昇したことなどで、保有有価証券の
評価益は248億円となりました。
※1

※2
※3

有価証券の種類別残高は平成29年6月末における取得原価
等です。
有価証券の評価差額は、取得原価等と時価等の差額です。
右記の「その他」は、外国証券および投資信託等です。

前期比 
+11億円

損益について

　業務純益は、貸出金利息が減少
したものの有価証券利息配当金が
増加したため、前年同期比1.5億円
増加の16億円となりました。経常
利益は、個別貸倒引当金の増加を
主な要因として前年同期比5.8
億円減少の18億円、当期純利益は、
前年同期比4.6億円減少の11億円
となりました。

▽業務純益の推移

20

10

30

40

50

（億円）0
平成28年6月期 平成29年6月期

16.2億円16.2億円14.6億円14.6億円

前年同期比
+1.5億円

▽経常利益の推移
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6月期 A案　（見開き）　H1-4
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　 創業補助金の説明に熱心に聞き入る参加者／　 事例を基に意見交換するTAMA NEXTリーダープログラム10期生／　 平成29年6月1日より取扱開始／　 平成29年6月12日より取扱開始／　　 リスルのお面づくりに夢中 　　 保険なっ得フェアで子育て世代に
広くご案内／　 まちなか交流・活動拠点kikki+の木の香りに包まれたカフェとキッズスペース／　 学生と中小企業をマッチング／　 はいじま駅マルシェは、今後も毎月定期開催（※季節や天候等の状況に応じて開催回数等が変更となることがあります。）／　 警視庁
第九方面区内の警察署との締結式

事業面と財務面からビジネスを　　　
サポート
たましん課題解決取組融資「Winシリーズ」の
取扱いを開始し、事業における財務面の支援策
となる融資商品ラインナップを更に充実させ
ました。事業所のライフサイクルに沿った課題
解決支援に今まで以上に取り組みます。

自治体や支援機関と連携した創業支援
東京都「創業助成事業」の申請のポイントをお伝え
する創業補助金申請ワークショップを全11会場
で開催し、89名の方にご参加いただきました。
ワークショップ後も申請書のアドバイスを行う
ブラッシュアップや創業の実現に向け、個々の
状況に応じた個別相談も行いました。

次世代経営者の育成支援
近年多くの中小企業で事業承継が課題として
挙げられています。当金庫では次世代経営者
の育成支援策として「TAMA NEXTリーダー

プログラム」を開催し、経営者として必要な財務・
労務・マーケティング等に係る知識習得の機会
を提供しています。

ライフスタイルに合わせた多様な資金に
対応
個人ローンの商品内容を改定し、「たましん
ライフサポートローン」にリニューアルしました。
従来の教育・マイカー・リフォームなどのほか、
ブライダル、出産・子育て、医療、介護といった
お使いみちでもご利用いただきやすくなりま
した。個人のお客さまのライフイベントを
しっかりサポートします。

大切な財産を次世代にのこす、つなぐ
ご自分が築き、守り育ててきた大切な財産を
お子さまやお孫さまに確実に継承したい、あるいは
活用してほしいと考える方が増えています。相続・
贈与に関する多様なニーズにお応えするため、
信託商品「しんきん相続信託 こころのバトン」、

「しんきん暦年信託 こころのリボン」の取扱いを
開始しました。

保険なっ得フェア開催
すまいるプラザ多摩センターで「保険なっ得
フェア」を開催しました。加入中の保険の見直し
や教育資金の準備について、子育て世代のお客
さまに広くご案内しました。お子さまには「リスル
のお面づくり」などを楽しんでいただきました。

「まちなか交流・活動拠点kikki+（キッキ
プラス）」オープン
八王子中央支店1階を八王子市に無償貸与し、
NPO法人が運営する地域貢献スペースとして、
5月13日にオープンしました。キッズスペース
やカフェのほか、地場産材製品等を販売して
います。地域の「にぎわい」の創出につながるよう
支援してまいります。

企業の人材確保に協力
中小企業の人材確保支援の一環として、帝京
大学と明星大学が実施している学内合同企業
セミナーに協力しました。人材確保を課題として

いる企業35社にご参加いただき、企業の取り組み
や採用について熱心に語っていただきました。

農業後継者塾卒業生によるマルシェを
開催
駅を利用する消費者と近隣の農家の交流の場と
して、JR東日本八王子支社が主催した「はいじま
駅マルシェ」に協力しました。農業後継者塾
「TAMA NEXTファーマーズプログラム」の卒業生
である４農家が参加し、多摩地域産の新鮮野菜
を販売しました。

多摩地域すべての警察署と連携
警視庁第八方面区内の11警察署につづき、平成
29年4月21日に第九方面区内の9警察署と「特殊
詐欺対策に関する覚書」を締結しました。これに
より多摩地域すべての警察署との連携体制を
構築しました。お客さまが振り込め詐欺等の被害
に遭うことなく、安全に安心して暮らせるように
被害防止に努めてまいります。

TAMASHIN REPORT 2017.6

第1四半期の取り組みと
その結果をご報告します。

　日ごろより、たましんをご愛顧いただきまして、誠に
ありがとうございます。

　平成29年4月から6月までの私たちの取り組みとその

結果をご報告します。

今年度もお客さま、地域

社会が抱える課題の解決

に取り組み、お客さまと共

に明るい未来に向かって

邁進してまいります。今後

も変わらぬご愛顧のほど

よろしくお願い申し上げます。

たましんは、地域の課題解決インフラとしての
役割を果たしています。

お客さまの幸せづくり

たましんの
お客さま

多摩地域の活性化

多摩地域の
持続的な繁栄・発展と
くらしの安定

の課題解決

事業所
個人

地域社会

地域の
皆さまからの
ご支持・ご信頼

課題解決サポートネットワーク
お客さまの事業や地域経済の更なる繁栄、文化の向上に幅広く
取り組んでいます

たましんビジネスサービス株式会社

たましんリース株式会社

多摩保証株式会社

地域経済研究所

たましん法人総合サービスBOB

多摩らいふ倶楽部

公益財団法人たましん地域文化財団

理事長

多摩地域の活性化のため、さまざまな活動に取り組んでいます。
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6月期 A案　（見開き）　P1-2
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▽債権総額と内訳

平成29年
3月末

平成29年
6月末

不良債権比率
6.18%
不良債権比率
6.18%

正常債権 9,542億円
危険債権 554億円危険債権 554億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 74億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 74億円

不良債権
628億円
不良債権
628億円

不良債権比率
6.04%
不良債権比率
6.04%

正常債権 9,555億円
危険債権 549億円危険債権 549億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 64億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 64億円

不良債権
614億円
不良債権
614億円

不良債権について

　お客さまの業況も徐々に改善方向にあり、
金融再生法開示債権のうち正常債権を除く
開示額は平成29年3月末より14億円減少し
614億円となり、不良債権比率も0.14ポイント
低下し6.04%となりました。不良債権のうちの
76.84%は担保・保証や貸倒引当金によって
保全され、残りの23.15%にあたる142億円に
ついても、自己資本により、全額カバーされて
います。今後もお客さまの更なる課題解決・業況
改善のため、金融面・非金融面の幅広い支援を
積極的に行ってまいります。
※1
※2
※3
※4

金融再生法開示債権は、貸出金のほか、外国為替、債務保証見返、仮払金、未収利息、たましんが保証する私募債を対象にしています。
債権残高は、倒産・延滞や決算期の到来等の事象の発生の都度、実施された自己査定結果に基づいています。
自己査定で無価値または回収不能と判断された債権については部分直接償却予定額として、平成29年6月末の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」から、10億円を控除しています。
要管理債権の残高はありません。

○本誌に掲載している計数は、発表日現在において入手可能な情報に基づいています。また、会計監査人の監査を受けていません。
○本誌では、原則として単位未満（構成比等の比率については表示した数値未満）を切り捨てのうえ表示しています。従って項目ごとを合計した場合、合計を表示している欄等との
数値が一致しない場合があります。
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預金・貸出金について

　預金積金残高は、平成29年3月末より674億円
増加し2兆7,117億円となりました。貸出金残高
は、地域の皆さまが抱える課題の解決に積極的
に取り組んだ結果、平成29年3月末より11億円
増加し、1兆146億円となりました。内訳をみると、
事業性のご融資は33億円増加しましたが、個人
のお客さまのご融資は主に住宅ローンを中心に
22億円減少しました。
※個人のお客さまへのご融資には、個人事業者向け住宅資金・
消費資金等が含まれます。
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有価証券について

　資金運用については、各種リスク管理を行った
うえで、国内外の債券を中心に株式や投資信託
等に分散投資し、安定した運用を心がけています。
　株価が上昇したことなどで、保有有価証券の
評価益は248億円となりました。
※1

※2
※3

有価証券の種類別残高は平成29年6月末における取得原価
等です。
有価証券の評価差額は、取得原価等と時価等の差額です。
右記の「その他」は、外国証券および投資信託等です。

前期比 
+11億円

損益について

　業務純益は、貸出金利息が減少
したものの有価証券利息配当金が
増加したため、前年同期比1.5億円
増加の16億円となりました。経常
利益は、個別貸倒引当金の増加を
主な要因として前年同期比5.8
億円減少の18億円、当期純利益は、
前年同期比4.6億円減少の11億円
となりました。

▽業務純益の推移
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（億円）0
平成28年6月期 平成29年6月期

16.2億円16.2億円14.6億円14.6億円

前年同期比
+1.5億円

▽経常利益の推移
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（億円）0
平成28年6月期 平成29年6月期

18.5億円18.5億円
24.4億円24.4億円

前年同期比
▲5.8億円

▽当期純利益の推移
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（億円）0
平成28年6月期 平成29年6月期

11.9億円11.9億円16.5億円16.5億円

前年同期比
▲4.6億円

合計1兆171億円合計1兆171億円

合計1兆170億円合計1兆170億円

6月期 A案　（見開き）　H1-4




